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平成 29年度鹿児島県看護協会会員数

保 健 師
助 産 師
看 護 師
准看護師
合 計

420 人
389 人

10,324 人
756 人

11,889 人
平成 30年 1月 4日現在



　新しい年を迎え、皆様に謹んでお慶びを申し上げます。
鹿児島県看護協会は、会員 11,889 人（平成 30 年 1 月現在）で、公益社団法人とし
て 7年目を迎えております。今年は明治維新 150 年、NHK大河ドラマ「西郷どん」
が始まります。ロケ現場となりました掛橋坂、精矛神社、知覧武家屋敷での撮影では、
救護班として本会も協力させて頂きました。2 日間の撮影では、総数 500 名を超え
るエキストラに子役も含まれましたが、幸いにも大事に至らず水分補給や湿布等
で元気を取り戻しておりました。
　さて、2025 年問題に向けた県の地域医療構想に基づき、地域包括ケアシステム
の構築を推進する中で、訪問診療や訪問看護等の充実、医療機能を内包した施設

系サービス等の在宅医療提供体制の充実が課題となっております。平成 29 年度、本会は、重点事項の一番
目に、地域包括ケアシステムの推進を掲げ「地域包括ケアシステムへの参画」「子どもと子育て世代の包括
ケアシステムの推進・参画」「医療・介護をつなぐ研修等の推進」「訪問看護供給体制の推進」に取り組ん
で参りました。中でも、訪問看護供給体制推進事業の４つの事業（①訪問看護事業者実態調査及び課題抽
出事業、②訪問看護事業者によるサービスの強化として精神科訪問看護研修、③医療・介護事業者ターミナ
ルケアの促進事業、④訪問看護理解・連携促進事業）は、訪問看護師の人材確保や育成につながっていくも
のと期待されております。また、平成 30 年度は、診療報酬と介護報酬の同時改定、第 7 次医療計画と第 7
期介護事業（支援）計画が開始されます。本会も在宅医療・介護の連携推進に向けて、さらに、関係団体
や地域の医療機関とともに協働して取り組んで参りたいと考えます。
　最後に、日本看護協会は 70 周年記念を契機に、看護協会の使命や事業が簡潔に表現されたタグラインと
して、“生きるを、ともに、つくる。日本看護協会”と発表しました。住み慣れた地域で最期まで暮らせる
ような社会の実現に向けて、県民の皆様のニーズに応えられる職能団体としてさらに貢献したいと考えて
おります。今年も、どうぞよろしくお願いいたします。

公益社団法人
鹿児島県看護協会会長

田畑　千穂子

　新しい年を迎えるにあたり
謹んでご挨拶申し上げます。
本協会は看護職が生き生きと
働き続けられる労働環境づく
りを目指し H24 年度からＷ
ＬＢ推進ワークショップ事業

を開始、29 年度で終了予定です。参加された 16
施設からは勤務体制を見直し職員満足度向上に繋
がった等報告されています。総会時に皆様にご提
示予定の「成果を得た具体的取り組み」を参考に、
各々特性を生かしたアイデアを展開していただけ
たらと思います。4 月の診療・介護報酬改定では、
疾病を抱える人、認知症、要介護度の高い人等が
増加する中、医療と介護をさらに一体的に提供し
ていくしくみが求められます。病・医院、介護施設、
在宅等と活躍する場は異なっても看護職が生き生
きと働き続けることは患者・家族等の願いであり、
施設・地域の活性化にも繋がります。協会での事
業は終了しますが皆様がＷＬＢに取り組み続けら
れることを願い、本年も会長を補佐し役割を果た
していきますのでご指導・ご支援よろしくお願い
致します。

　謹んで新年のお慶びを申し
上げます
地域医療構想が進む中、それ
ぞれの病院・施設は健全経営
を第一に、医療の質向上、看
護職員の育成など多岐にわた

る課題を抱えながら日々努力されていると思いま
す。
　このような時期だからこそ、組織の目的、使命
をしっかり見据え、組織の強みを発揮することだ
と考えます。P ドラッカーが提唱するように我々
は常に『真摯さ』を忘れず、顧客は何を求めてい
るかを意識して体制を整えていくことだと思いま
す。そのことを踏まえてさらに、病院内外で活躍
できる自律した看護師の育成が重要です。
　今年も、鹿児島県看護協会はそれらに対応する
事業を各地区、各委員会等で計画していただきま
した。皆様と共に学び頑張っていきたいと思いま
す。今年もよろしくお願い致します。

公益社団法人
鹿児島県看護協会副会長

中重　敬子

公益社団法人
鹿児島県看護協会副会長

下仮屋　道子

年頭のごあいさつ
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　あけましておめでとうござ
います。鹿児島県看護協会の
皆様におかれましては、健や
かに新年をお迎えになられた
こととお慶び申し上げます。
　今年は、６年に１度の診療報酬・介護報酬同時改定、
第７次医療計画及び介護保険事業計画の策定、市町村
国保の都道府県への移管など、これからの医療・介護
提供体制を考えていくうえで、大きな節目の年と言え
ます。さらに、国は、高齢者中心であった地域包括ケ
アシステムの考え方について、子ども、障がい者並び
に生活困窮者の公的支援まで広げ、「縦割り」から「丸
ごと」へ地域包括ケアシステムの深化を図ろうとして
います。
　そういったなかで、地域包括ケアシステム構築の
キーパーソンは、地域で活躍する訪問看護師や保健師、
そして、医療機関や介護施設で患者と寄り沿い、ケア
してくださっている看護職の皆さまにほかなりません。
これからは単に病気を治すだけでなく、癒し、寄り添
う医療が求められています。患者や地域住民の信頼や
安心感が得られるよう、県医師会では、平成 27 年 4
月から、かかりつけ医の認定制度を設け、地域医療に
対する質の担保を図る取り組みを始めています。当然、
医師だけでできることは限られます。看護職の皆さま
との連携があって初めて地域の医療は守られるのだと
思います。
　すでに高齢者の人口まで減っている地域や過疎化が
進み医療機関がほとんどない地域もあります。しかし、
そこにはまだ住民がいるのです。限られた医療資源の
なかで、高い使命感をもって、住民を支えている我々
の仲間達がいます。是非、若いうちから地域に目を向
けていただき、ともに地域を支えていくことができれ
ばと考えています。併せて、皆さま方が、働きやすい
勤務環境の整備の促進も県行政とも連携して取り組み
ます。
　ふるさと鹿児島県で、子や孫の世代が生き生きと暮
らせるよう、地域医療に対する取り組みはこれからが
正念場です。共にがんばってまいりましょう。

年頭のごあいさつ「看護職に期待すること」

　平成 30 年の新春を迎える
に当たり，謹んで新年のお慶
びを申し上げます。
鹿児島県看護協会の皆様には，
日頃から本県の保健・医療・
福祉行政の推進に対し，格別の御理解と御協力を
賜り，心から厚くお礼申し上げます。
　さて，我が国では，本格的な人口減少社会の到
来や少子高齢化の進行，技術革新の急速な進展など，
社会のあらゆる面で大きな変革期を迎え，これら
への適切な対応が求められております。
　このため県においては，効率的かつ質の高い医
療提供体制の確保や，今後の医療・福祉を支える
ため，医療・介護・予防・住まい・生活支援が一
体的に提供される地域包括ケアシステムの構築な
ど，県民誰もがどの地域に住んでいても，安心し
て暮らせるための施策の充実に努めております。
　特に，在宅医療に係る需要については，今後一
層増加することが見込まれることから，医療依存
度の高い在宅療養者を支えるため，高度かつ専門
的な知識と技術を持ち，多様な職種を結ぶキーパー
ソンとなる質の高い看護職が求められています。
　皆様方には，保健医療の重要な担い手としての
自覚の下に，自ら進んでその能力の開発及び向上
を図るよう努めていただき，時代の要請に応えら
れる，県民の方々に対し質の高い看護を提供して
いただけますよう，期待しております。
　県といたしましても，引き続き，看護職員の資
質向上対策等に取り組み，皆様方が看護職として
の役割を最大限発揮できるよう支援してまいりた
いと考えております。
　本年も，皆様の御協力を賜りますようお願い申
し上げますとともに，鹿児島県看護協会のますま
すの御発展と皆様方の御健勝・御多幸を心から祈
念いたします。

公益社団法人鹿児島県医師会

会長 池　田　琢　哉
鹿児島県保健福祉部長

藤　本　徳　昭
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日本看護協会創立 70 周年記念式典1

事業検討会2

　平成 29 年 11 月 20 日（月）、日本看護協会の創立 70 周年記念式典に参加致しました。
式典には、皇后陛下がご臨席され、来賓には高木美智代厚生労働副大臣、水落敏栄文部
科学副大臣などをお迎えし盛大に開催されました。福井トシ子会長の挨拶に続き、長年
に渡たり看護業務で多大な貢献のあった 121 名が最良看護職員厚生労働大臣表彰を受け
ました。本県からは、写真左から徳永龍子氏、勝間理恵氏、中宮チズ子氏、平川涼子氏、
竹脇恵子氏、堤峰子氏（当日欠席）の 6 名が受賞されました。また、第 10 代会長であ
る南裕子氏、第 11 代会長の久
常節子氏、第 12 代会長の坂本
すが氏の 3 名には、日本看護協
会会長感謝状が贈呈されました。
そして、内館牧子氏による「看
護と私 これからの看護に期待す
ること」記念講演では、患者の
身近で大きな支えとなる看護職
に対して自信と誇りをもってほ
しいとエールが送られ、会場は
大きな拍手に包まれました。

　平成29年12月16日（土）、看護研修会館において例年どおり会長をはじめとした執行部、
各地区長、職能委員長、常任・特別委員会委員長が参加し、平成 29 年度事業の中間評価
と平成 30 年度に向けての課題及び事業計画について検討会を開催しました。
平成 29 年度の上半期は訪問看護供給体制事業の推進や看護職のネットワーク強化事業で
ホームページに会員専用のページを開設するなど概ね計画通り実施されており、引き続
き下半期の事業も計画どおり実施していくことを確認しました。
　また、平成 30 年度の事業計画において 4職能委員会と災害看護検討委員会が合同で災
害看護の理解を深める研修会を開催するなど話し合われました。今後、平成 30 年度事業
計画は、各委員会で出された内容を 1月以降の理事会で整理し決定していきます。

ほ っ と ニュース
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説明会のご案内

平成 29年度　入会受付中です

平成 30年度　入会受付中です

平成30年度介護報酬・診療報酬改定説明会
平成 30 年度は介護報酬・診療報酬の改訂が行われます。
厚生労働省から講師を迎えて開催された日本看護協会主催の説明会の録画映像を配信し、看護関連
項目を中心とした改訂のポイントをお伝えします。

　平成 29 年の手続きをされて、まだ会費が未納入の方々がいらっしゃいますが、まだ受け付け
ておりますので、よろしくお願い申し上げます。

　平成 29 年度の会費を納入された方々には、継続のご案内がお手元に届いていると思いますが、
印字されている内容に変更等ない場合はご提出不要です。
新規・再加入の方がいらっしゃいましたら、申請書を送付いたしますのでお問い合わせください。
ご記入されました申請書は、私書箱もしくは鹿児島県看護協会にお送りください。

開催要項

プログラム

主 催
開催日時

場 所
対 象
参 加 費

申込方法

申込期間

■ ■
■ ■

■ ■
■ ■
■ ■

■ ■

■ ■

  8：15～  9：00
  9：00～  9：10
  9：10～12：20
12：20～12：30
12：30～13：30
13：30～13：40
13：40～17：20
17：20～17：30

開場
開会のあいさつ
診療報酬改定説明会（録画配信 190分）
閉会のあいさつ
休憩
開会のあいさつ
介護報酬改定説明会（録画配信 220分）
閉会のあいさつ

公益社団法人　鹿児島県看護協会
平成 30年 3月 28日（水）
9時 00分～17時 30分（開場 8時 15分）
鹿児島県看護研修会館（鹿児島市鴨池新町 21-5）
日本看護協会会員及び非会員
会員 5,400 円　非会員 7,560 円
※診療報酬または介護報酬いずれかのみの参加でも同額です。
※当日収受いたしますので、封筒に入れてつり銭のないように準備して下さ
るようお願いいたします。
別途郵送で案内します申込用紙にご記入いただき、FAXにてお送りくださ
い。
平成 30年 1月 25日（木）～2月 10日（土）

ご不明な点や用紙の不足などございました
ら、ご遠慮なくお問い合わせください。
〶890-0064　鹿児島市鴨池新町 21-5　
　鹿児島県看護協会　会員管理担当　まで
　　　　　　　　　　☎099-256-8081

お願い システムの変更により、
インターネットやスマート

フォンでの操作が可能になった為、
外字が廃止になり、JIS 漢字コードの
第 2 水準までの文字での登録に変り
ました。よくお名前に使用されている
右図の漢字は、代替文字に変換され
ますことをご了承いただきますようお
願い申し上げます。

【よく使用される文字】

外字　　代替文字

﨑 → 崎
濵 → 濱
髙 → 高
德 → 徳

こ
ち
ら
に
変
換
さ
れ
ま
す
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今給黎総合病院　郡山　リカ
　私は、副師長になり２年が過ぎ、今まで管理者としての基本的な知識の研修を踏んでいなかった為、教育
の場面でも自信のなさが出てしまい積極性に欠けていました。人材育成やチーム力を引き出すための工夫、
安全管理、目標管理についていくつかの自己課題を持ち研修に参加しました。
　何年かぶりに講義を受け、学生時代を思い出しながら新たな知識を学ぶ楽しさや喜びを改めて感じさせら
ました。演習やグループワークの中で役割分担し、リーダーシップを発揮したり相手を尊重した積極的コミュ
ニケーションを実際に体験することで多くの気づきや自己の振り返りができ、管理者として変わらなければ
ならないと改めて感じさせられました。研修で出会った仲間と次第に信頼関係も深まり、お互いの悩みを打
ち明けたり、部署の問題に対してもアドバイスや情報をもらい、みんなで考えるチーム力のすばらしさを痛
感しました。日々の学習カードでは、自分の思いや考えを巡らせ、さらに今後の課題まで考えなければなら
ず苦戦しました。しかし、これほど日々看護管理の在り方について考えたことはなく、全ての講義を終了し
た今、「自分がやるべきこと」を明確にすることが出来ました。「看護管理とは」「看護管理者とは」につい
て答えを見つけるために真剣に講義を聞きました。看護管理とは看護そのものであり、その看護の質を向上
したり、患者様に必要とされる看護が提供されるように管理者が責任をもってリーダーシップを発揮し支援
していくことだと思います。まだ理解は浅いかもしれませんが、キャリアを積んで答えを導いていきたいと
思います。新たな自己の課題として組織・看護部の理念を理解し、自己の理念を示す。日々の実践と理論を
統合しリーダーシップを発揮する。良好な人間関係を作り、部下を信頼し最後まで支援する。概念化能力を
養い、業務改善、看護の質向上に努めることに取り組まなければならない。研修を終えホッとしたと同時に、
管理者としての責任の重圧感を感じたのも事実です。実際にできるか不安で一杯ですが講義で聞いた知識を
実践出来るまでがファーストレベル研修だと思います。最後までやり遂げていきたいと思います。研修前に
抱えていた問題も講義の中にすべての答えがありました。それ以上に必要な知識を与えて頂きました。
　今後の社会情勢から、療養の場は病院から地域・在宅へ移行し、私達看護師はチーム医療のキーパーソン
として役割を発揮しなければなりません。他施設や他職種と連携するためにこの研修で巡り合った仲間との
ネットワークを有効活用し外部との情報を交換しながら地域医療に参加しそれぞれの施設に求められる看護
サービスを積極的に取り組んでいきたいと思います。講義の中にすべての答えがありました。それ以上に必
要な知識を与えて頂きました。
　最後に、27日間の長い研修期間、研修に参加させて下さったそれぞれの施設や看護部、病棟スタッフの皆様、
研修中 1日 6時間も立っぱなしで熱心に教えて下さった講師の皆様には深く感謝申し上げます。

ファースト研修を終えて
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鹿児島大学病院　南波千恵美
　平成29年9月2日より33日間セカンドレベル研修が開催され、24名の受講生が県内各地から集まりました。
私は地域医療連携センターの師長の任にあり、退院支援の充実のための人材育成や組織の一員として経営的
視点をもった看護管理について学びたいと思い受講しました。
　研修では、人材育成・組織管理・ヘルスケアサービス・医療経済等の理論を学び、これまでの管理を振り
返る良い機会となりました。また、実践計画書作成では、自己の課題を他の受講生から違う視点で意見をい
ただきながら検討し、指導の先生方のご助言により課題の明確化を図ることができました。発表会では中堅
看護師の育成やクリニカルラダーの運用・退院支援の充実など多くの実践計画が報告され、私自身も１年後
に成果があがるように取り
組んでいきたいと思いまし
た。
今回、受講生 24 人と共に学
べたことは、とてもいい刺
激となり、今後も鹿児島県
内の看看連携を進めていき
たいと思います。
　最後に、講師をはじめ、
研修中支えていただきまし
た演習支援の先生方・看護
協会の方々、研修に参加さ
せていただいた自施設の皆
様に心より感謝いたします。

H29年度　セカンドレベル研修を修了して

今年度は、大島地区でも認知症対応力向上研修を実施しました。

　今年は、奄美病院や県立大島病院の研修会場を借りて、病
院勤務医療従事者に対しては、認知症の人や家族を支えるた
めに必要な基本知識や、医療と介護の連携の重要性、認知症
ケアの原則等を修得するための半日研修を行いました。また、
認知症の人と接する機会の多い看護職員に対しては、認知症
の基本知識や認知症に対する実践的な対応力を習得し、認知
症ケアの適切な実施とマネジメント体制の構築を目的に 3 日
間実施しました。これは認知症ケア加算2に該当する研修です。
参加者は 18 日が 47 名、19 ～ 21 日が 65 名でした。皆さんと
ても熱心でグループワークも賑やかに盛り上がっていました。
受講者のアンケートから・・・
　今回研修に参加して認知症のある患者様の観察の視点が今
までとはかなり変わると思う。病棟内のスタッフに伝達して
いきたい。奄美での研修会を今後も実施してほしい。
　研修終了日の 21 日は、台風 21 号来襲のため、飛行機・船
とも欠航で、島での台風を体験する貴重な夜になりました。

奄美病院や県立大島病院には大変お世話に
なりました。ありがとうございました。

（10月18日、10月19～21日）
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「教えて !みなさんの癒しグッズ !!」
好評をいただいた、2016 年冬号に掲載の特集「みなさんのユニ
フォームの中身」に続く募集企画です。日々の疲れ・ストレス
を色々なもので癒しているんですね。写真をお寄せいただいた
みなさん、ありがとうございます。

県看護協会会長　田畑千穂子

40代　女性

50 代　女性

20 代　男性

40 代　女性

40 代　女性

30 代　女性

若い頃、夜が明けるときの蒼の桜島に癒されました。
今は、「赤の桜島」に元気をもらっています。高校時代
の恩師の鳥取政昭先生の油絵です。鳥取先生が「偶然
にも噴煙が鶴の口ばしに」と。縁起もよく、心を元気に！

仕事が終わり疲れ果てた足がマッサージの
後は軽く、細くなります。すると心が晴れ
やかになるから不思議です　　

“サバイバルゲーム”この装備にお金
と命かけてます！（東京まで買いに
いくことも・・・）

バルンで何でも作ります。 抱き枕の「阿部くん」です♡

これを見るたびに癒されます
（いつも車で私を待ってます）

「智書（さとりしょ）」は字の上手い下手に関
係なく、書き順・書き方にこだわらず、自由
に筆ペン一本で自分の心を伝える書です。
（ご自分で書かれているそうです）

看 護師 の

あ るあ る！

看護師あるある第3弾！

日々の疲れも香りで癒されます

30 代　女性
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50 代　女性

50 代　女性

20 代　女性

50 代　女性

40 代　女性

30 代　女性

30 代　女性

30 代　女性

30 代　女性

“プラトン立体”麺棒を組み合わせて
調和的に美しく作っています。

マッサージグッズ
イルカのグリグリ、オイルの香り
に癒されています

実家にいるので毎日会えないけ
ど・・・帰ると私の傍から離れない
私の可愛いペットです

“バランスボール”
テレビを見ながら体幹を鍛えて
腰痛予防！

趣味は料理
“ちらし寿司”みんなが食べてくれ
れることが私の幸せです

仕事のこと忘れ、子供が寝静
まった後夜な夜な、無になっ
て作成した
「腹ペコあおむしの果物」 アロマオイルで香りの癒し

レモングラスがお気に入りです
みなさんもいかがですか

夜勤休憩中はピンクの
クッションで、自宅では
ネコちゃんで癒されています。

魔法のクッションです
居酒屋で出会ってしまいました
（ゆくゆくは彼氏の腕に・・・♡）

　みなさんからお寄せいただいた写真の中には料理、ペット、マッサージ器……いろいろな物がありました。
さとり書や料理など人に喜んでもらうことで自分の癒しになるものもありました。中にはサバイバルゲーム
などの思いがけないものもあり、広報委員メンバーの中でも驚きの声があがりました。ペットやぬいぐるみ、
抱き枕などアニマルセラピーは看護師にも効果があることを改めて実感しました。みなさんの癒しグッズは
何ですか？協力してくださったみなさん、ありがとうございました。
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霧島市国分中央 3丁目 38-14
電話番号 0995-45-4806
国分生協病院　総看護師長

橋口　京子

１．国分生協病院について
　国分生協病院は、鹿児島医療生協の地方病
院として、遡ること３５年前（１９８２年）
にこの霧島市に開設しました。当初は病床３
９床、内科医師 2 名でスタート、初日外来は
患者２０名でした。１９８４年には小児科開
設、翌年に人工透析開始、さらに２年後には
外科を開設しました。２０００年には病床も
１２９床となりました。現在では、地域の中
で救急医療とＣＣＵネットワークに参加して
います。３５年たち建物の劣化も進み、今後
の医療活動を発展的に進めていくためにも、
新病院構想が出され、今年１１月１日に新築
移転いたしました。

２．新病院の概要
　病院の新築決定後は、病院設計、建設にあたり、
職員をはじめ、地域におられる医療生協の組合
員さんと一緒にワークショップを何回か重ね、
多くの意見交換をしました。立場が違うとこう
も意見が異なるのかというくらい希望や意見が
寄せられ、病院の進むべきビジョンも確認しな
がら集約していきました。すべての意見を設計
に生かすことはできませんが、みんなで話し合
いを行うことの大切さを改めて感じることが出
来ました。病院全体の設計概要が出来上がり、
次に各部門とのヒアリングを何回も重ね、細部
にわたり、平面、立体図面、配色、色などの決
定をしていきました。病院敷地は前病院の約２
倍、霧島市役所の駐車場に隣接し、消防などの
公的機関とも近くなりました。通所リハビリ・
訪問看護・訪問介護も敷地内に移転しました。
患者駐車場も広くなり受診しやすくなっていま
す。外来機能では、当院の取り組みの一つでも
ある地域の救急受け入れを行うため、救急室を
２室にしました。これまでの１室から拡張する
ことで２台の救急受け入れが可能となります。
受け入れ後の重症者に対して人工呼吸器管理も
可能となり、隣接して CT 室・新規導入したＭ
ＲＩでの検査も可能となります。内科外来は、

受付近くに慢性疾患の患者さんの待合を配置し、
受診者の移動距離を少なくし広く明るいスペース
となっています。中庭に面したところにカフェテ
リアを設けました。小児科では、待合を感染・非
感染に分けました。そして受診に不安を持つ子供
たちを、大きな壁面で物語にそったぞうやキリン
やコアラなどが出迎えてくれます。
　外来全体は、受付からホスピタルストリートと
呼ばれる１本の道に沿って、受診から各種検査ま
でできるようになっています。新たな取り組みと
して、外来化学療法室を３床設けました。１２月
から禁煙外来も新設しました。血液浄化室は、地
域からの要望も高いことから将来的には最大５７
床まで対応できるようにしました。病棟は、３階
地域包括ケア病棟３９床、４階・５階は入院基本
料７対１の一般病棟９０床となっています。３つ
の病棟は、各病棟の基本カラーを霧島の色である
緑・オレンジ・ピンクとしました。看護師詰所を
中心に、周囲を病室が取り囲むように配置し、部
屋を出るとすぐにトイレが使用できます。各病室
やデイルームは桜島側に面しており、晴れた日に
は大きな桜島を望むことができます。これまで狭
い６床室で快適療養環境とは言えませんでしたが、

４床室となり個室の数も増えました。看護師業務
が快適にできるように、詰所機能を目的別に分け
整理しました。また、洗浄室はセンサー付きにす
ることで処理を改善することができました。
３．今後のビジョン
　新病院に移転して、2 カ月経ちました。今後は、
霧島市はもとより、近隣の市町村をはじめ、救急
医療を中心に地域から選ばれる「まちなか病院」
として、「地域丸ごと健康づくり」保健予防活動、
患者様の自己決定権を尊重しインフォームドコン
セントの理念を大切にした親切で安全な医療活動
を行う・医療従事者としての育成・すべての人々
が安心して医療を受けられるよう社会保障と医療
制度の改善運動への取り組み・平和を守る運動に
取り組んでいきます。人と人とのつながりを大切に、
受診あるいは入院を契機に、ひとりの人として関
わりを大事に、安心して在宅へ帰れるように、病院・
地域・居宅支援事業所等との連携を行っています。
新病院で、地域に開かれた病院として、職員一丸
となってチーム医療を進めてまいります。どうぞ、
新病院にぜひ見学においでください。

国
分
生
協
病
院
新
築
移
転

国
分
生
協
病
院
新
築
移
転

病院外観

祝賀会の様子

外来ホスピタルストリート

病棟個浴

外来診察室
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霧島市国分中央 3丁目 38-14
電話番号 0995-45-4806
国分生協病院　総看護師長

橋口　京子

１．国分生協病院について
　国分生協病院は、鹿児島医療生協の地方病
院として、遡ること３５年前（１９８２年）
にこの霧島市に開設しました。当初は病床３
９床、内科医師 2 名でスタート、初日外来は
患者２０名でした。１９８４年には小児科開
設、翌年に人工透析開始、さらに２年後には
外科を開設しました。２０００年には病床も
１２９床となりました。現在では、地域の中
で救急医療とＣＣＵネットワークに参加して
います。３５年たち建物の劣化も進み、今後
の医療活動を発展的に進めていくためにも、
新病院構想が出され、今年１１月１日に新築
移転いたしました。

２．新病院の概要
　病院の新築決定後は、病院設計、建設にあたり、
職員をはじめ、地域におられる医療生協の組合
員さんと一緒にワークショップを何回か重ね、
多くの意見交換をしました。立場が違うとこう
も意見が異なるのかというくらい希望や意見が
寄せられ、病院の進むべきビジョンも確認しな
がら集約していきました。すべての意見を設計
に生かすことはできませんが、みんなで話し合
いを行うことの大切さを改めて感じることが出
来ました。病院全体の設計概要が出来上がり、
次に各部門とのヒアリングを何回も重ね、細部
にわたり、平面、立体図面、配色、色などの決
定をしていきました。病院敷地は前病院の約２
倍、霧島市役所の駐車場に隣接し、消防などの
公的機関とも近くなりました。通所リハビリ・
訪問看護・訪問介護も敷地内に移転しました。
患者駐車場も広くなり受診しやすくなっていま
す。外来機能では、当院の取り組みの一つでも
ある地域の救急受け入れを行うため、救急室を
２室にしました。これまでの１室から拡張する
ことで２台の救急受け入れが可能となります。
受け入れ後の重症者に対して人工呼吸器管理も
可能となり、隣接して CT 室・新規導入したＭ
ＲＩでの検査も可能となります。内科外来は、

受付近くに慢性疾患の患者さんの待合を配置し、
受診者の移動距離を少なくし広く明るいスペース
となっています。中庭に面したところにカフェテ
リアを設けました。小児科では、待合を感染・非
感染に分けました。そして受診に不安を持つ子供
たちを、大きな壁面で物語にそったぞうやキリン
やコアラなどが出迎えてくれます。
　外来全体は、受付からホスピタルストリートと
呼ばれる１本の道に沿って、受診から各種検査ま
でできるようになっています。新たな取り組みと
して、外来化学療法室を３床設けました。１２月
から禁煙外来も新設しました。血液浄化室は、地
域からの要望も高いことから将来的には最大５７
床まで対応できるようにしました。病棟は、３階
地域包括ケア病棟３９床、４階・５階は入院基本
料７対１の一般病棟９０床となっています。３つ
の病棟は、各病棟の基本カラーを霧島の色である
緑・オレンジ・ピンクとしました。看護師詰所を
中心に、周囲を病室が取り囲むように配置し、部
屋を出るとすぐにトイレが使用できます。各病室
やデイルームは桜島側に面しており、晴れた日に
は大きな桜島を望むことができます。これまで狭
い６床室で快適療養環境とは言えませんでしたが、

４床室となり個室の数も増えました。看護師業務
が快適にできるように、詰所機能を目的別に分け
整理しました。また、洗浄室はセンサー付きにす
ることで処理を改善することができました。
３．今後のビジョン
　新病院に移転して、2 カ月経ちました。今後は、
霧島市はもとより、近隣の市町村をはじめ、救急
医療を中心に地域から選ばれる「まちなか病院」
として、「地域丸ごと健康づくり」保健予防活動、
患者様の自己決定権を尊重しインフォームドコン
セントの理念を大切にした親切で安全な医療活動
を行う・医療従事者としての育成・すべての人々
が安心して医療を受けられるよう社会保障と医療
制度の改善運動への取り組み・平和を守る運動に
取り組んでいきます。人と人とのつながりを大切に、
受診あるいは入院を契機に、ひとりの人として関
わりを大事に、安心して在宅へ帰れるように、病院・
地域・居宅支援事業所等との連携を行っています。
新病院で、地域に開かれた病院として、職員一丸
となってチーム医療を進めてまいります。どうぞ、
新病院にぜひ見学においでください。

病院受付吹き抜け

小児科外来待合壁面

外来壁面アート予約外来待合
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12

公益社団法人鹿児島共済会南風病院
認知症看護認定看護師

榎本さつき

活動内容～やりがい・自身が大切にしている事～

認定看護師紹介

めざせ！認定看護師

　私が認知症看護認定看護師を目指したきっかけは、認知症で入院した患者
に対する私たちの対応が認知症の行動･心理症状（BPSD）の原因となったの
ではないか、適切な対応ができなかったために BPSD を悪化させてしまった
のではないかと後悔があったからです。認知症患者に対し、何かできる事は
あったのではないかと自分の無力さや知識不足を実感し、認知症看護につい
てより専門的な知識が必要であると考え、認知症看護認定看護師を目指しま
した。
　兵庫県の教育機関で 7ヶ月間の研修を受講し、2014 年に認知症看護認定看護師として認定資格を
取得しました。認定課程では、私同様に急性期病院に勤務する看護師が多く、そのほかに精神科病院、
老健施設など様々でした。認定課程で学んだ日々は決して順調だったとはいえませんが、7ヶ月間一
緒に学んだ仲間とは、かけがえのない、時間を過ごすことができたと思います。今でも悩んだ時に
相談にのってもらい、仲間の活躍をみると自分も奮起し励みになります。
　認知症分野では、2017 年診療報酬改定において認知症ケア加算が算定できるようになりました。
現在は、週 2 回の活動日に認知症サポートチームでラウンドを行い、BPSD を悪化させる要因への
働きかけや環境調整を行うなど、ケアのアドバイスを行っています。また、認定看護師はリソースナー
スとしての役割を果たしていくことが重要です。その一環として、認知症看護全体の質の向上のため、
院内でリンクナース育成を行い、ケアの体制づくりに取り組んでいます。まだ、活動としては不十
分ですが、認知症看護はひとりで看護できるものではなく、認知症を取りまく全てのスタッフが、
認知症の人にとって心地よい環境やケアを提供していきたいと考え、チームとして援助していくこ
とが重要です。さらに今年度は、院内デイケアやもの忘れ看護外来の開始など、認知症の人やご家
族のサポートを行っていきたいと考えています。認知症患者が安心して治療を受けられ、地域に戻っ
ていけることを目標にし、看護スタッフのみではなく多職種とも連携し取り組んでいきたいと思い
ます。
　全国的には認知症看護認定看護師は増えています。これからの高齢化社会、地域包括ケアシステ
ムでは認知症看護は欠かせない分野です。認定看護
師の活動の場も、病院内外を問わず、地域への広報
活動など多伎にわたります。認知症看護の認定課程
のある学校が増え、九州では熊本県で研修を受ける
ことが可能となっています。鹿児島県の認知症看護
認定看護師はまだ少ないですが、協力しながら鹿児
島県内の認知症研修を行い認知症対応力向上に努め
ています。これから認知症看護認定看護師を目指し
ている方だけではなく、認知症ケアに対する困りご
とに対し、相談にのれることがあると思います。気
軽に連絡していただけたら幸いです。
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南薩地区

●第 1 回 平成 29 年 6 月 10 日（土） 参加者：31 名 会場：県立薩南病院
テーマ：「子どもに寄り添う子育て」
講　師：ＮＰＯ法人 こころのサポート代表　神田淳子先生
「子育てだけでなく、生き方についても学ぶことができた。」「自分を振り返る機会になった。」と多くの感
想がありました。
●第 2 回 新人看護職員他施設合同研修会
　平成 29 年 8 月 19 日（土）
参加者：46 名 会場：県立薩南病院
テーマ：「ナラティブの理解と活用～語りは自らの看護を成長させる～」
講　師： 看護オアシス 輪（りん）代表
　　　　認定看護管理者　中村育実先生
「語り、語らせる、傾聴、受容、共感とこれからの看護に活かしていきたい。」
「ナラティブの意味を知り、とても勉強になった。活力を頂いた。」と多くの感想がありました。
●第 3 回 平成 29 年 10 月 1 日（日） 参加者：31 名 会場：県立薩南病院
テーマ：「対人援助概論～問題を抱える職員への対応～」
講　師：鹿児島大学大学院歯学部総合研究所腫瘍学講座　的場康徳先生
「相手の苦しみに目を向けることの大切さを知ることができた。」と多くの感想がありました。
●第 4 回 平成 29 年 11 月 18 日（土） 参加者：20 名 会場：県立薩南病院テーマ：褥瘡予防研修会
講　師：国立病院機構指宿医療センター
　　　　皮膚排泄ケア認定看護師松永真理亜先生
　　　　猪鹿倉会パールランド病院皮膚排泄ケア認定看護師　高崎靖子先生
基礎的内容からポジショニングの実際までの研修は、実践現場で役立つ
と高評価を得られました。
●第 5 回 新人看護職員他施設合同研修会 平成 29 年 12 月 2 日（土）
参加者：60 名 会場：県立薩南病院
テーマ：誤嚥予防・口腔ケア研修会
講　師：いちき串木野市医師会立病院脳外科センター
　　　　言語聴覚士　尾崎幸平先生
　　　　南さつま市総合保健福祉センター
　　　　歯科衛生士　柞木美穂先生
「まずは口の中を見る習慣をつけ、口の機能を良好にしていくことができる
ようケアしていきたい」など多くの感想がありました。また、ケアの実践
を行いながらの受講であったことで、より学びを深めることができたよう
です。
●第 6 回 新人看護職員他施設合同研修会 平成 29 年 12 月 2 日（土）
参加者：60 名 会場：県立薩南病院
テーマ：認知症の看護 ケアの基本
講　師：南九州さくら病院日本精神科医学会認知症認定看護師 鮫島麗子先生
「認知症状やせん妄患者の対応に苦慮している現場での解決方法を見つけら
れた。」と多くの感想がありました。
●第 7 回 平成 29 年 12 月 16 日（土） 参加者：40 名 会場：県立薩南病院
テーマ：感染対策研修会
講　師：いちき串木野市医師会立病院脳外科センター
　　　　感染管理認定看護師　野田健一郎先生
慈愛会今村総合病院 感染管理認定看護師切手康加先生
「基礎的知識の習得や標準予防策の実際など実践に生かせる内容であり、理解が
深まった。」と多くの感想がありました。

教育委員会活動

地 区 だ よ り地 区 だ よ り
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　当会は、看護管理者の質向上、交流を目的とした会です。今年度
は「データを活用した看護管理」をテーマに、熊本保健科学大学保
健科学部看護学科の藤野みつ子先生を講師としてお迎えし、研修会
を開催しました。職位別のグループ編成でアクティブラーニング方
式を用い、管理に必要な視点を再確認しました。
　アンケート結果でも、職場満足度や育てることの重要性等大変多
くの事を学んだとの意見がありました。

川薩地区
【かたらん会】6 月10 日（土）　参加者：35 名

会議 6 月、9 月開催
　参加施設は 8 施設と多くはありませんが、年 4 回、多職種（PT）
も参加した会議を開催しています。今年度は、日本看護協会が実施
している「カリウム製剤」について各施設の実態調査、並びに各施
設で撲滅キャンペーンの取組を実施しています。また、ハイリスク
薬剤や転倒に対する SHEL 分析による事例検討をし、自施設の振り
返りや再発防止に役立てています。施設の規模は様々ですが、今ど
んな事が問題となっているのか、どのような取り組みが必要か、現
場への周知をどうすべきか等、情報交換を行うことで多くの学びを
得ています。今後も患者の安心安全、職員の安心安全、看護・医療・
介護の質の向上に取り組んでいきたいと考えています。

【医療安全情報ネットワーク委員会】

　「多職種連携が生み出す地域包括ケア」をテーマに、研修会を開催しま
した。前半は、鹿児島純心女子大学看護栄養学部教授の八田冷子先生に、
鹿児島県の医療・介護の動向や地域包括ケアシステムにおける医療介護
提供体制についてご講演頂き、後半は、介護老人保健施設クオリエ施設
サービス管理部長の宇治野由美子先生に、対象者を生活の視点で全人的
に捉えて支援することを、事例検討を交えながら学びました。参加者の
約半数が訪問看護師やケアマネージャー等の在宅を支える方々の参加で、
まさに医療・介護の顔の見える関係作りができたように思います。

【川薩地区の連携を考える会】10 月14 日（土）　参加者：27 施設、70 名

　南薩地区内の１４の病院から医療安全担当者が参加し、鹿児島県看護協会医療安全ネットワークの報告
や医療安全に関わる情報交換や、事例検討を通じて自施設の問題解決につなげるなど積極的な活動を実践
しています。また、各地で災害が発生する状況を踏まえて、各施設における災害対策の取り組みについて
意見交換を行いました。医療安全担当者同士の顔の見える関係構築ができ、地域の安全文化に役立ててい
ます。

南薩地区医療安全情報ネットワーク連絡会

　「吹上浜砂の祭典」「山川みなと祭り」「吹上秋祭り」「南さつま市健
幸ふれ愛フェスタ」「串木野地かえて祭り」「日置市元気まつり」「まる
ごと伊集院フェスティバル」に会員が参加し，地域住民との交流をと
おして健康相談や看護協会のＰＲ活動等を行いました。
　血圧測定や健康相談を通して地域住民の方々の健康に対する関心が
高く、日常生活における工夫や努力している様子を伺うことができ、
充実した活動となりました。今年は「大浦まつり」は台風接近のため
中止となりました。これからも地域の行事に積極的に参加し、健康維
持の一助になるよう取り組んでいきます。

地域ケアサービス委員会活動
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姶良・伊佐地区

さつま町 60 名、薩摩川内市 118 名
「まちの保健室」を、5 月さつま町、10 月薩摩川内市
で実施致しました。地域住民の皆様には、「毎年、楽
しみにしている」との嬉しい言葉を頂きました。
　また、各病院の従事者から、地域住民の方々の質問
に健康に対する意識の高さを感じ、もっと勉強をしな
いといけないと感じたという意見も出ました。
　その他の活動として、薩摩川内市市民運動会、つく
し園運動会に救護班として参加しました。

【地域ケアサービス委員会】

　平成 29 年 7 月 1 日（土）鹿児島県看護協会 田畑 千穂子会長をお招きし、霧島市溝辺町みそめ館 2 階
大会議場において姶良・伊佐地区集会と特別講演が行われ、参加者は会員・非会員合わせて 114 名でした。
総会では丸目地区長より平成 28 年度の事業報告や平成 29 年度の計画報告があり、新旧役員の紹介が行
われバトンが渡されました。
　特別講演では、講師として元吉
本芸人の中原誠先生と中山真先生
により、『WMcommons による「元
吉本芸人から学ぶ！」最強の医療
コミュニケーション（なんでやね
ん力）』のテーマで特別講演が開
催されました。
　さすが元吉本芸人だけあって大
爆笑の講演にも関わらず、看護に
必要なコミュニケーション能力を
しっかり楽しく学ぶことができま
した！！

姶良伊佐地区集会特別講演

第 1 回教育研修会 平成 29 年 6 月 10 日（土）参加者 89 名（うち、開催場所の患者 19 名）
川薩地区集会（参加者 41 名）後に、「聞いてくいやん、看護師さん ～聴く耳を持つ看護師～」をテーマに、
三遊亭歌之介先生にご講演いただきました。聴く人の気持ちをぐっとひきつける話し方、耳を傾けること
の大切さを学びつつ、笑いあり、涙ありのあっという間の楽しい講演会でした。

第 2 回教育研修会 平成 29 年 8 月 18 日（金）参加者 74 名
長崎大学リハビリテーション部准教授、高畠英昭先生に「口
から食べることの大切さ」をテーマに嚥下障害の基礎知識、
嚥下性肺炎と口腔ケア、嚥下障害のリハビリテーションにつ
いて講演をしていただきました。眼から鱗の内容に、明日か
らの臨床に役立てたいとの意見が多数聞かれました。

第 3 回教育研修会 平成 29 年 11 月 11 日（土）参加者 18 名
感染管理認定看護師の久保田祥子先生、中野智子先生、長倉
周作先生に、「事例で考える感染対策」をテーマに講義と実技
指導をして頂きました。受講生からは、職員への伝達を頑張
ると、前向きなアンケート結果も多数ありました。

【教育委員会】
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　地域住民の方々への健康保持・増進を図ることを目的に地域のイベントに参加し「まちの保健室」を実
施しております。
　看護職員のリフレッシュを目的に伊佐地区の十曽にて「青空の下でヨガ＆ピザ作り体験」を実施しました。
健康運動療法士によるヨガの呼吸法で身体も気持ちもほぐれ､みんな元気になりました。石窯マイスター
で大口病院の作業療法士 前畑竜郎先生に手ほどきを受けピザ作りを体験しました。わずか 90 秒で本格ピ
ザが焼き上がり美味しいピザに参加者大満足でした。次年度も是非継続して欲しいとの希望が多い研修で
す。

【地域ケアサービス委員会紹介】

医療安全研修 11 月 11 日（土） 講師：愛媛大学付属病院 医療安全管理室 戸田由美子先生
テーマ：事例の分析手法についてKYT 参加者：98 名
　　　　※鹿児島県看護協会のホームページへ地区活動報告を掲載しています。
　　　　　一度閲覧して頂きご意見や感想などお願いします。

【医療安全ネットワーク会】

　姶良・伊佐地区では看護の質向上のために研修・講演など盛りだくさんな企画を用意し「楽しく学べる
研修」を合言葉に企画し多くの看護職の参加がありました。
１．卒後新人看護職員研修
第１回新人研修 平成 29 年 7 月 22 日（土）開催
講 師：感染管理認定看護師 古市由香先生
テーマ：「感染予防の基礎知識」 参加者：28 名
第２回新人研修 平成 29 年 11 月 18 日（土）開催
講 師：救急看護認定看護師 本田弘志先生
テーマ：救急蘇生BLS とは 参加者：30 名

２．看護職員教育研修
第１回教育研修 平成 29 年 8 月 19 日（土）開催
講　師：皮膚排泄ケア認定看護師 横山美葉子先生、下山喜美代先生、図師香奈子先生
テーマ：褥瘡予防の実際 参加数：37 名 スキンケアの基本やポジショニング・栄養管理・DESIGN-R を用

いた評価などグループワークを交え実践的に学びました。研修生のアンケートより「分かりやすく、
今後の業務で活かせる内容で勉強になりました。」「皮膚の解剖生理からスキンケア・ポジショニ
ングと幅広く学習することができた。」など今回の研修を高く評価する感想を数多く頂きました。
参加者：37 名

第２回教育研修 平成 29 年 10 月 28 日（土）開催
講　師：摂食嚥下看護認定看護師 鈴木真由美先生 テーマ：摂食嚥下障害看護の基本 参加者：40 名
第３回教育研修 平成 30 年 2 月 3 日（土）開催予定
講　師：緩和ケア認定看護師 久保邦子先生 テーマ：看取りのケア

【教育委員会活動紹介】
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新年おめでとうございます。
日頃より、ナースセンター事業に御協力をいただき感謝申し上げます。
新しい年を迎え、求人施設や求職者の皆様の御期待に応えるサポートができるように
ナースセンター相談員一同、元気に頑張ってまいります。今年もどうぞよろしくお願いします。

ワーク・ライフ・バランス（WLB）推進
　　　ワークショップ報告会
ワーク・ライフ・バランス（WLB）推進
　　　ワークショップ報告会
ワーク・ライフ・バランス（WLB）推進
　　　ワークショップ報告会

WLB 推進ワークショップ報告会参加者 ２９施設 ９１名

《３年間の取り組み報告施設》
　「公益財団法人慈愛会 谷山病院」
　「医療法人榮和会 寺田病院」
　「いちき串木野市医師会 脳神経外科センター」
　「社会福祉法人恩賜財団 済生会川内病院」
《4 年目の取り組み報告施設》
　「鹿児島生協病院」

会 場 風 景

参加施設の取り組み

泊野先生の講演

平成２９年１１月１５日にWLB 推進ワークショップ報告会を開催しました。
　報告会は平成２７年度から参加した４施設が終了報告、平成２６年度から参加した１施設がその後
の取り組みについて報告がありました。また、日本看護協会労働政策部 泊野香先生より「働き方改革」
をテーマにご講演をいただきました。
　報告会では、WLB 推進・評価委員の皆様をはじめ会場からもたくさんの質問やご意見をいただき、
活発な意見交換がなされました。アンケートの中からも「大変参考になった。自院でも取り組みたい」「看
護職以外の協力をもらえることはすばらしい」「休日の保育所開園の効果があった。」などの感想をいた
だきました。
　WLB 推進ワークショップの事業は今年度で終了しますが、今後も看護職が働きやすい職場づくりを
目指した取り組みの継続に期待いたします。

日本看護協会ホームページ内、
「看護職のＷＬＢ推進サイト」
https：//ｗｗｗ.nurse.or.jp/wlb/
では、ワークショプ参加施設の事
例を中心に、290施設の取り組み
を掲載しています。
ＷＬＢ推進にぜひご活用ください。

Vol.123Vol.123
ナースセンターだより
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１．平成 30 年 1 月 1 日職業安定法の改正に伴い、ｅナースセンターの求人票を変更しました。
　１）雇用形態：労働契約上の雇用期間が基準です。勤務時間や日数を基準としたものではありません。
　  【常　勤】：期間に定めのない雇用
　　　　【常勤の正規雇用】 ：期間に定めがなく、正規の職員として雇用される求人
　　　　【常勤の非正規雇用】：期間に定めがないが、非正規職員として雇用される求人
　　　　　　例）雇用期間に定めなし、週 3日 4時間の非正規雇用のパート勤務
　　【非常勤】：期間に定めがある 1ヵ月以上の雇用
　　【臨　時】：期間に定めがある 1ヵ月未満の雇用
　２）「試用期間の有無と内容」「固定残業代について」「応募後の選考方法」等の項目が追加になりました。
２．募集時と採用時の労働条件が異なる場合は、求職者に変更内容がわかるように書面で明示しなけ
　ればなりません。
３．平成 30 年 4 月 1 日以降に、常勤（期間に定めのない雇用）で就業する就職者について、
　6カ月後の就業状況を確認することになりました。
★求人施設へは、職業安定法改正についての案内書類を同封しております。不明な点は
　ナースセンターまでご連絡ください。

職業安定法が改正されました。職業安定法が改正されました。職業安定法が改正されました。

訪問看護研修訪問看護研修訪問看護研修
平成 29 年 6 月 2 日～ 11 月 17 日まで 23 日間 137 時間，22 名の方が終了。
（これまで 926 名の方が終了）　講義や実習，グループワークを通して貴重な
体験と学びがありました。
①たくさんの仲間に出会え，刺激を受けた。期間中，仲間に会えることが
楽しみになった。  ②他の意見や考え、様々な看護観を知る、人の価値観の
違いもわかった。  ③学びをアウトプットすることで再認識できた。ワール
ド･カフェで学びを共有できた。  ④初めは不安であったが，学ぶことの重要
性･楽しみを実感した。  ⑤頭でわかっていることを言語化することは苦手で
あるが，意見交換しながら，課題を見出せた。グループワークも苦手だっ
たが楽しかった。  ⑥「訪問看護を学びたい」という想いが仲間から伝わる。
⑦口に出すことで気づきがある。・・・！
　新たなスタートに期待！

29 年度養成研修受講生

笑 み 満 開 

私たちはこんな訪問看護をしたい！ 

笑顔で！ 花が咲く！ 

その人らしい生活を・・！ 

“支える”とは？

e ナースセンターの変更についてお知らせします。

【平成 29 年度訪問看護師養成研修が終了しました】

会議 6 月、9 月開催
　参加施設は 8 施設と多くはありませんが、年 4 回、多職種（PT）
も参加した会議を開催しています。今年度は、日本看護協会が実施
している「カリウム製剤」について各施設の実態調査、並びに各施
設で撲滅キャンペーンの取組を実施しています。また、ハイリスク
薬剤や転倒に対する SHEL 分析による事例検討をし、自施設の振り
返りや再発防止に役立てています。施設の規模は様々ですが、今ど
んな事が問題となっているのか、どのような取り組みが必要か、現
場への周知をどうすべきか等、情報交換を行うことで多くの学びを
得ています。今後も患者の安心安全、職員の安心安全、看護・医療・
介護の質の向上に取り組んでいきたいと考えています。

18



再就業支援セミナー再就業支援セミナー再就業支援セミナー

ハローワーク出前相談
　ナースセンターでは県内８箇所のハローワークと協力して看護職員就
業相談事業を行なっています。平成 29 年 11 月 28 日には就業相談員
研修を行い 14 名の参加をいただきました。研修会では活発な意見交
換がおこなわれ、相談員の皆様の看護職の再就業支援に関する熱い想
いが伝わってきました。
　平成 30 年度はさらにハローワーク伊集院・大隅での出前相談も開
始予定です。
　お仕事探しの相談等にハローワーク出前相談を是非ご利用下さい。

平成 30年度ふれあい看護体験施設募集
5 月12 日は“看護の日”～看護の心をみんなの心に～
ふれあい看護体験とは病院・施設が地域住民を対象に、施設の見学や
簡単な看護体験を通して看護の仕事をアピールするイベントです。
平成30年度のふれあい看護体験実施予定施設を募集いたします！！
沢山の応募をお待ちしております。
★詳しくはナースセンターまでお問合せ下さい。
　申し込み締め切り：２月20日（火）

平成29 年度
実施施設数：49 施設
体験者数：494 名

　今年度は、未就業看護職のための「再就業支援セミナー」を鹿児島地区で２回（７月、１０月）、
川薩地区で１回（８月）に開催しました。３５名（復職後１年未満の８名を含む）が受講し、未就
業者２７名中１３名が、看護職として再就業しています（12 月現在）。
復職先は，病院・クリニック、デイサービス、地域包括支援センター、
その他（検診等の臨時雇用）等です。その他の受講生も各々の生活
スタイルに合わせた職場を求めて活動中です。
　講師の先生方、見学研修を受け入れてくださった施設の皆さま
に心からお礼申し上げます。
　ナースセンターは、これからも看護職の「再就業」を応援します！

受講生の再就業先  

病院

14%

クリニック

7%

デイサービス

4%

地域包括

支援セン

ター

4%

検診等

17%

未就業

50%

検 索

鹿児島県ナースセンター　
〔看護師等無料職業紹介所　４６-ム -０１０００２〕
★窓口・お電話でのご相談★（ご予約は不要です）
　相談日：月～土　午前９：００～１２：００
　　　　　　　　  午後１：００～　４：００
   （土曜日は 3：00まで）
〒890-0064 鹿児島市鴨池新町 21-5
TEL：099-256-8025
FAX：099-256-8079
mail：kagoshima@nurse-center.net
ホームページ　http://k-kango.jp/

【求人・求職登録状況】

求人数
求職者数
就業者数

10月
596
367
53

9 月
576
376
37

11 月
606
359
30

「とどけるん」：届出状況
２０１５年10月～２０１７年12月28日現在の届出状況
全国５１０７８名　鹿児島県１２０１名

【eナースセンター】求人・求職登録状況
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「実施要項及び申込書」は1月初旬にホームページにも
掲載いたします。鹿児島県看護協会より

鹿児島県看護協会



看護専門職として
社会に貢献しよう

会員の増加と福祉の
向上のため活動しよう

鹿児島市鴨池新町21-5
TEL.099-256-8081  FAX.099-256-8079

URL  http://k-kango.jp
E-mail  kakankyo@orange.ocn.ne.jp

編 集 後 記
　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は酉年でしたが、はばたくような一年を
過ごされましたか。
　2018年は戌年ですね。NHK大河ドラマの『西
郷どん』もはじまり、ワンだふるな一年にした
いものですね。
　私たち広報委員も新しい企画を作っていきま
す。みなさまからのご意見もお待ちしています
のでお寄せください。

広報委員一同

理事会報告
第5回理事会
　日時：平成29年11月18日（土）13:30～17:15　
　15名出席（他代理 2名）
♦　協議事項　
１　基本方針
1）　平成 29年度事業中間評価について
2）　平成 30年度の重点事業及び事業計画について

２　事業推進に関する事項
1)　事業検討会の進め方について
2）　平成 29年度地域における看護職のネットワーク
強化事業について　

3)　子どもと子育て世代包括ケア推進のためのモデル
事業の実施について

３　管理的事項
• 平成 31 年度慢性期看護学術集会の開催準備につ
いて 
• 研究倫理審査申請に当たり申請者の条件について
• 職員の任免について

４　会員支援
1）　日本看護協会名誉会員候補者の推薦について
2）　日本看護協会協会長表彰者の推薦について

★　報告事項　　
１　基本方針
1)　認定看護師制度再構築について

２　事業推進に関する事項

1)　教育事業について
2)　専任教員養成講習会について
3)　看護職員就業相談事業について
4)　訪問看護理解・連携促進事業について
5)　訪問看護事業者実態調査について
6）　日本看護協会災害支援ナース派遣調整合同訓練
について

7)　桜島火山爆発総合防災訓練について
8)　看護の日記念行事について
9)　施設代表者会議の開催について　

３　管理的事項
1)　理事会・運営委員会議事録について
2)　災害時の福祉避難所等の人的支援に関する協力
協定締結について

3）九州地区法人会・連絡会の協議事項等について
４　会員支援
1)　優良看護職員の厚生労働大臣表彰に係る受章者
決定ついて

2)　平成 29年度会員登録状況について　
５　その他
・平成 29年 12月 16日（土）午前 10時～事業検
討会

※毎回、日本看護協会理事会報告、職能委員会報告、地
区報告、地区長情報交換会報告を口頭で、委員会報告
他団体会議報告、県外出張報告を書面で行っています。

　定年退職者及び早期退職者の方等で、看護職のキャリアと余暇を生かし、県民への相談や看護
協会が行う研修事業等に御協力できる方を募集しています。
【活動内容】 ①研修会のサポート（受付、会場係、研修会の講師・ファシリテーター等）
  ②まちの保健室（測定、各種健康相談、進学支援等）
  ③県内で開催される看護学会（受付、会場係等）
  ④県内の各種イベントにおける救護
  ⑤その他　
  ※活動内容に応じ、鹿児島県看護協会旅費規程等に基づく経費を支払います。
【申し込み方法】①申込様式は、下記に請求していただくか、鹿児島県看護協会ホームページよりダ
  　ウンロードして記入後、鹿児島県看護協会へ郵便等で送付してください。
  ②第1回目の申込期限は平成 30 年 3月31日 (土 )です。
【問い合わせ先・申し込み先】
　〒890-0064　鹿児島市鴨池新町 21-５　公益社団法人鹿児島県看護協会総務部庶務担当
　電話　099-256-8081　ＦＡＸ　099-256-8079　ホームページhttp//k-kango.jp

パワフルａｇｅ委員会から有償ボランティア募集の案内
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